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会員の皆様へ

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

会員各位におかれましては、旧年中、砂防事業の推進に多大なご支援、ご協力
をいただきましたことに、心から感謝申し上げます。

日本海側を中心に記録的な大雪となり、昨年末から各地で雪崩が発生していま
す。これも異常気象のひとつかと感じるほど、最近は台風、豪雨、地震、火山な

どによる大規模な災害が繰り返し発生しています。地球温暖化による異常気象の

多発が懸念されており、「２１世紀は災害の世紀」と言われている所以です。
ここで、雪崩災害への取り組みについて、少し紹介させていただきます。日本

は、世界でも有数の雪の多い国で、国土の半分以上の地域が豪雪地帯に指定さ

れ、その地域に全人口の２割にあたる約２，１００万の人々が生活しています。
日本海側を中心に大量の降雪があり、豪雪地帯、特に山間部の住民にとって雪崩

は大きな脅威です。昨年度に公表された雪崩危険箇所は２０，５０１箇所に上っ
ています。

砂防事業の一環として雪崩対策事業があります。現在は総合流域防災事業の中

に含まれていますが、雪崩防止施設の整備等によって、雪崩危険箇所における人
家や公共建物等を守ることを目的とした事業で、昭和５０年代後半に豪雪による

雪崩災害が頻発したことから、昭和６０年度に創設されました。
毎年１２月１日から７日を「雪崩防災週間」として雪崩災害の防止に努めると

ともに、毎年「雪崩防災シンポジウム」を開催しています。今年度は、平成１８

年１月２６日～２７日に「次代へつなげる 新しい雪国づくり」をテーマに長野
県北安曇郡白馬村で開催されます。多数のご参加を期待しています。

引き続き大雪のおそれがありますので、雪崩災害等にご注意いただきたいと存
じます。

今年は、昭和４１年９月に山梨県の足和田村（現富士河口湖町）の西湖周辺に

おいて大規模な土石流が発生し、９４名の死者・行方不明者を数えた災害から４
０年目に当たります。この災害を契機として全国的な土石流危険渓流調査が開始

されるなど土石流対策への取り組みが始まりました。その後、昭和５７年の長崎
災害を契機に警戒避難体制の整備などのソフト対策が加わるとともに、がけ崩れ

や地すべりへの災害対策を加え、総合的な土砂災害対策へと拡大してきました。

平成１２年には土砂災害防止法が制定されて、土砂災害に対するソフト対策に特
化した法的根拠を持つに至りました。現在では総合的な土砂災害対策は、砂防事

業の最重点課題の一つとなっています

（次頁へ続く）
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昨年は、福岡県西方沖地震や梅雨前線豪雨、台風１４号等による災害で、８１

４件の土砂災害が発生し、３０名の尊い人命が奪われ、あるいは行方がわからな

いままになっています。こうした災害の実態を踏まえた対応を検討するため、河
川局に「大規模降雨災害対策検討会」が設置され、１２月２６日に「洪水氾濫時

・土砂災害発生時における被害最小化策のあり方」と題する提言が国土交通大臣
に提出されました。この中で土砂災害対策について、ハード対策を災害時要援護

者関連施設や避難場所の安全確保対策等緊急的な対策に重点化するとともに、ソ

フト対策では、客観的な避難勧告発令基準を地域防災計画に記載したり、土砂災
害の発生予測情報や前兆現象など多様な情報を住民に対して提供することが必要

であるとするなど、具体的な提言内容となっています。今後これらを活かした総

合的な土砂災害対策を進めて参ります。
砂防事業を進め、土砂災害を軽減していくためには、地域住民の方々のご理解

とご協力が不可欠です。昨年１１月２２日に、石川県白山市で「防ろう！みんな
ま も

で ふる里を」をテーマに「砂防フォーラムいしかわ２００５」が開催され、私も

参加させていただきました。このフォーラムは、白山市長が大会の会長をされ、

地元の町会連合会、老人クラブ、女性協議会、青年会議所など地元の方々の手づ
くりで開催されたもので、地域の土砂災害の歴史と現状を踏まえ、地域でどのよ

うな取り組みをしていくべきか、各団体の代表から意見発表が行われ、大会スロ
ーガンが採択されるなど、主催者と参加者が一体となって砂防の重要性を考える

大変有意義な大会でした。こうした取り組みが継続されるとともに、他の地域に

も広がっていくことをぜひ期待しています。
市町村合併が全国的に進み、最終段階に来ています。地域にとって大変重要な

新しい自治体の組織づくりが進められています。その中で、増大する災害への備
えをしっかりと位置づけていっていただきたいと思います。

今年一年、せめて人命を巻き込むような土砂災害の無い年であってほしいと願

いつつ、国民の安全･安心を確保するため、ハード･ソフト両面にわたる砂防事業
をしっかり推進していく所存です。会員の皆様には、今年も引き続き砂防事業に

対するご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

砂防部長 亀江幸二
〔参考〕

・雪崩防災シンポジウム「次代へつなげる 新しい雪国づくり」
http://www.sabopc.or.jp/event/nadare2005/nadare2005.htm
・大規模降雨災害対策検討会提言

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai/daikibo/daikibo_index.html



１月３日15時30
分頃

１月４日11時05
分頃

１月４日22時45
分頃

１月４日21時20
分頃

12月27日15時頃
覚知

地すべり危険箇所

１月３日19時00
分頃

１月３日20時00
分頃

12月24日9:30

1 12月24日9:00 雪崩危険箇所（Ⅱ）

12月24日9:30

12月28日8:20

1 1月3日10:45 雪崩危険箇所（Ⅰ）

1月3日17：20

1月3日15：40

1月3日17:45～1
月4日1:30

1 １月３日15:00 雪崩危険箇所（Ⅰ）

1 1月5日17：00 雪崩危険箇所（Ⅰ）

12月22日15時頃 地すべり危険箇所

1 12月31日7:50 雪崩危険箇所（Ⅰ）

1 12月５日9:30

12月22日12時頃
～14時頃

1 12月24日7:30 雪崩危険箇所（Ⅰ）

12月14日20:30

12月20日7:20

12月22日12:30

12月24日9:10

12月23日12:20

12月29日22:15

7

※詳細については確認中であり変わる事もある。

※情報は地方整備局等及び道府県からの情報に基づく。

※雪崩及び積雪地域における土砂災害について記載

雪崩により倉庫が一部損壊

目梨郡
ﾒﾅｼｸﾞﾝ

羅臼町
ﾗｳｽﾁｮｳ

雪崩 10

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

 西
ﾆｼ

浅河
ｱｻｶﾞ

原
ﾜﾗ

地区
ﾁｸ

国道289号へ流出。車２台が巻き
込まれたが排雪し救助　けが人な
し。（近接２箇所で雪崩発生）

南会津郡
ﾐﾅﾐｱｲﾂﾞｸﾞﾝ

南郷村
ﾅﾝｺﾞｳﾑﾗ

大字
ｵｵｱｻﾞ

東
ｱｽﾞﾏ

1 道道（知床公園羅臼線）へ流出

南会津郡
ﾐﾅﾐｱｲﾂﾞｸﾞﾝ

舘岩村
ﾀﾃｲﾜﾑﾗ

大字
ｵｵｱｻﾞ

穴
ｱﾅ

原
ﾊﾞﾗ 国道352号へ流出。車１台巻き込ま

れ　１名自力脱出　ｹｶﾞ人なし。

福島県 雪崩

1

北
ｷﾀ

安曇
ｱｽﾞﾐ

郡
ｸﾞﾝ

小谷村
ｵﾀﾘﾑﾗ

千国
ﾁｸﾆ

乙
ｵﾂ

白馬ｺﾙﾁﾅ国際ｽｷｰ場ｹﾞﾚﾝﾃﾞ外の
雪崩危険箇所を点検中１名雪崩に
巻き込まれ重傷

雪崩により旅館窓ガラス２枚破損妙高
ﾐｮｳｺｳ

市
ｼ

燕
ﾂﾊﾞﾒ

長野県 雪崩 1

岩手県 雪崩 1

勝山市
ｶﾂﾔﾏｼ

北谷町
ｷﾀﾀﾞﾆﾁｮｳ

東山
ﾋｶﾞｼﾔﾏ

国道157号へ流出

山形県 地すべり 1

2

13合　計 28

行方
不明

※　これは速報であり、数値等は今後変わることもある。

3

危険箇所
被害状況等

平成１７年１２月からの雪崩等災害発生状況

住家被害

都道府県名 発生災害
発生
件数 全壊

流出
死者 負傷者

一部
破損

発生日時
半壊

鶴岡市
ﾂ ﾙ ｵ ｶ ｼ

旧
ｷｭｳ

温海町
ｱ ﾂ ﾐ ﾏ ﾁ

　鳶
ﾄﾋﾞ

ヶ坂
ｻｶ

地区
ﾁ ｸ

集
落
雪
崩

県道にかかる斜面上に滑落崖を発
見

雫石町
ｼｽﾞｸｲｼﾁｮｳ

橋場
ﾊｼﾊﾞ 国道46号へ流出。車3台は雪崩手

前で停止。けが人等なし。

国道365号へ流出滋賀県 雪崩 1 伊香郡
ｲ ｶ ｸ ﾞ ﾝ

余呉町
ﾖ ｺ ﾞ ﾁ ｮ ｳ

椿
ﾂﾊﾞｷ

坂
ｻﾞｶ

福井県 雪崩 5

国道417号へ流出、通行車両1台
埋まる

大野市
ｵｵﾉｼ

下山
ｼﾓﾔﾏ 国道158号へ流出。通行車両１台

巻き込まれ

越前
ｴﾁｾﾞﾝ

市
ｼ

中
ﾅｶｲ

居

地すべりに伴う倒木による被害1

人的被害

災害発生箇所

新潟県

1地すべり

中魚沼郡
ﾅｶｳｵﾇﾏｸﾞﾝ

津南
ﾂﾅﾝ

町
ﾏﾁ

前
ﾏｴ

倉
ｸﾗ 国道405号へ流出。通行車両１台

巻き込まれ

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

伊達
ﾀﾞﾃ

丙
ﾍｲ

　土
ﾄﾞ

市
ｲﾁ

地区
ﾁｸ

市道へ流出

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

湯沢
ﾕｻﾞﾜ GALA湯沢ｽｷｰ場で客2名が雪崩

に巻き込まれるがけが人なし

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

八箇
ﾊｯｶ

　孕石
ﾊﾗﾐｲｼ

地区
ﾁｸ 集落内道路へ流出。近くに住家な

し。

岐阜県 雪崩 3

1

東蒲原郡
ﾋｶﾞｼｶﾝﾊﾞﾗｸﾞﾝ

阿賀町
ｱ ｶ ﾞ ﾏ ﾁ

　五十島
ｲ ｶ ﾞ ｼ ﾏ

地区
ﾁ ｸ

大野郡
ｵｵﾉｸﾞﾝ

白川村
ｼﾗｶﾜﾑﾗ

牧
ﾏｷ

～高山市
ﾀｶﾔﾏｼ

荘川
ｼｮｳｶﾜ

町
ﾏﾁ

牧
ﾏｷ

戸
ﾄﾞ

擁壁（急傾斜施設）が雪崩を捕捉

1 郡上市
ｸﾞｼﾞｮｳｼ

高鷲町
ﾀｶｽﾁｮｳ

大鷹
ｵｵﾀｶ

　向鷲見
ﾑｶｲｽﾞﾐ

用水路に雪が溜まって雪崩発生

飛騨
ﾋﾀﾞ

市
ｼ

河合町
ｶﾜｲﾁｮｳ

稲越
ｲﾅｺﾞｴ

　柳ヶ瀬
ﾔﾅｶﾞｾ

②

国道156号へ流出（近接３箇所で雪
崩発生）

大野市
ｵｵﾉｼ

長野
ﾅｶﾞﾉ 国道158号へ流出。橋梁が横に約

90cmずれ。

大野市
ｵｵﾉｼ

箱
ﾊｺ

ヶ瀬
ｾ

国道158号へ流出

魚野川を越えて県道約200m埋塞
（河道閉塞は無し）

3 南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

土樽
ﾂﾁﾀﾙ ﾙｰﾃﾞﾝｽ湯沢ｽｷｰ場で従業員4名雪

崩に巻き込まれる

苗場ｽｷｰ場ﾘﾌﾄ降り場付近で雪崩
発生従業員3名と客6名がけが9

国道17号へ流出
（近接３箇所で雪崩発生）

○雪崩等災害の発生状況（平成１８年１月６日　１０時００分現在）

南魚沼
ﾐﾅﾐｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

火打
ﾋｳﾁ

～南魚沼郡
ﾐﾅﾐｳｵﾇﾏｸﾞﾝ

湯
ﾕｻﾞ

沢町
ﾜﾏﾁ

三俣
ﾐﾂﾏﾀ

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

三国
ﾐｸﾆ

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

土樽
ﾂﾁﾀﾙ

北海道 雪崩

北
ｷﾀ

秋田市
ｱｷﾀｼ

阿仁
ｱﾆ

前
ﾏｴ

田
ﾀ 県道（福館阿仁田線）へ流出。車1

台巻き込まれ　けが人なし。

秋田県 雪崩 2

北秋田郡
ｷﾀｱｷﾀｸﾞﾝ

上小阿仁
ｶﾐｺｱﾆ

村
ﾑﾗ

　  南沢
ﾐﾅﾐｻﾜ 国道285号へ流出。車3台巻き込ま

れ　４名自力脱出　ｹｶﾞ人なし。

雪崩　26件
（うち、集落雪崩（住家周辺の雪崩）7件）
地すべり　２件

砂防部保全課
１月６日１０：００現在



現在

  平成１7年は  全国 40都道府県で 814件（土石流 158件、地すべり173件、がけ崩れ 483件）

の土砂災害が発生している。

（参考１） Ｈ１７土砂災害と過去５ヶ年発生件数との比較

（参考２） 最近３年間の月別土砂災害発生件数

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年計

平成15年 4 10 49 46 65 43 349 237 34 7 32 21 897

平成16年 2 6 10 19 77 87 430 269 353 1,273 3 8 2,537

平成17年 9 7 28 47 24 63 173 89 355 8 3 8 814

平成１7年における土砂災害の概要

平成17年12月31日

   被害状況のうち人的被害については死者27名（土石流14名、地すべり5名、がけ崩れ8名）、
負傷者11名である。

最近の土砂災害の発生件数
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新年のご挨拶Sabo News Letter

（社）全国治水砂防協会

理事長 大久保 駿

新年明けましておめでとうございます。皆様には清新な新年をお迎えのことと

ご推察申し上げます。

昨年も、砂防事業推進のため、そして砂防協会運営のため種々ご指導いただき

ましたこと厚く御礼申し上げます。

いよいよ今年は、市町村合併の最終段階です。新しい自治体がどんどん誕生

し、新しい自治体運営が精力的に動き出しています。土砂災害対策、防災という

面でこれからの姿を考えてみたいと思います。

まず、新自治体の周辺域となることの多い中山間地の土砂災害対策をよく見て

欲しいと思っています。地域の安全に偏りのないよう等しく土砂災害対策を進め

ていただきたいと思っています。

地域全体の防災力が低下、停滞しないような取り組みも必要と思います。土砂

災害の形態は地域ごとの自然や生活態様などで違ってきます。地域の実態に即応

した日頃の防災への努力、特に自主防災組織や自治区などの役割はいざ災害とい

うときに大きな働きをします。このような組織の整備と機能の充実が大事であ

り、これらをいささかも低下、停滞させてはいけないと思います。地域防災活動

の担い手の減少や高齢化などの問題があると思いますが、地域のことを熟知して

いる人たちによる地域ごとの災害防止の取り組みは欠かせません。地域自治区や

支所など旧町村単位の防災の組織の活用が大事でしょう。

合併を機に、砂防関係事業の推進方策、地方や住民の参画の仕方、防災活動へ

の多様な取り組み方策などを十分に議論し、地域のために、住民のためにという

視点で、その進め方を見直す機会にしなければならないという思いを強くしてお

ります。

異常気象が異常でなくなってきています。災害の多様化、激甚化が顕著になっ

てきています。「人間の叡智」によってこのような変化に対応していかなければ

なりません。命と財産を守る防災の一翼を担う砂防関係事業の果たすべき使命を

強く思い、その推進を一層図るために、砂防協会は活動を続けていく所存であり

ます。

会員の皆様には、本年も引き続き砂防関係事業の発展、砂防協会の運営のため

ご指導賜りますようどうぞよろしくお願い申しあげます。


